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生活科
前号は高学年の総合的な学習の時間についてお知らせしました。今回は、その礎となる１・２

年生の生活科について紹介いたします。

生活科は、身近な人々や社会・自然に働きかけ、そこから働き返しを受けながら様々なことに

気付き、習慣や技能を身に付けたり、考えたりすることを目標としています。また、それら身近

な事象を自分自身とのかかわりでとらえ、自分の生活について考えていくことも大切にしていま

す。ですので、活動する中で体を通して気付いたことを文字や絵、造形、動作などで表現するこ

とが学習活動となります。

東小学校では、アサガオや野菜の飼育、生き物の飼育、学校周辺の探検などを中心に単元を進

めています。

アサガオの飼

育は、多くの学

校で取り組む授

業です。ハイラ

イトの一つが

「間引き」。よ

うやく芽が出て

きたのにもかか

わらず、鉢の狭

さ故に抜かなけ

ればならない。

最初の葛藤場面

です。

この時、子どもたちは、「大事な友だちとしての命」を取るか、「美しい花を咲かすための方

法」を取るか、正解のない問いに直面しています。そして、悩んだ結果、自分なりの最適解を導き

出す。まさに自己選択、自己決定の瞬間です。そのような学習を積み重ねながら、生活科の目標で

ある「自立」（自己実現ともいえます）に近づいていきます。

身近な事象を学習対象としますので、東小学区ならではの蚕の学習をやらない手はありません。2

年生のお便りを読んでいると、蚕の呼び方が蚕→お蚕→お蚕様へと変わっていく様子がうかがえま

した。それは対象のとらえ直し。深くかかわることでそのものの本質に触れていくからこそです。

「物事のおくゆきを知る」という言葉がぴったりです。そう考えると、私たち大人の好奇心の根っ

こも、生活科や放課後の遊びの中で得た働きかけと働き返しにあることに気付かされます。


